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「日本人の美徳」

高橋 花菜 (英米文学専修四回生)

「夢からできた夢、アメリカでのデイベー ト部員生活」

隅野 友加里 (英米文学専修四回生)

「四年間の大学生活、次へのステツプ」

森下 絵理香 (日本史学専修四回生)

「人を理解すること、人とわかり合うこと」

近石 塁 (哲学専修四回生)

佳作

「クリエイテイヴな毎日」

姉川拓生 (米英文学専修二回生)

「少年老い易く学成り難し」

酒井 友樹 (人文学科一回生)

審査委員長特別賞

「今、自然とは」

目比野有真 (フ ランス文学専修四回生)

」|

~´
り〕´、

ケ片一

け ヽ
/「 Tヽ
コ1いヽ

rヽⅢくF
一業SI

■蛯眩



文1窓貨レポートコンテスト堂二重Q

優秀賞

日本人の美徳

英米文学専修 四口生  高 オ喬  花 菜

ピンポンパンポーン。''May l have your attention,

pleasc?Alnerican 2へ irline 437 for LOs Angcles・ ・・"

うん、このにおい。アメリカだ、帰ってきた。空

港に降 りたったとき、まず一番にそう思った。どう

やら記憶 というのは、頭よりもなによりも、感覚で

覚えているらしい。 6年以上も前にかいだにおいを

思い出し、あの時の興奮 とこれからの期待で、胸が

ぞくぞくした。 1年前の夏、わたしはかねてからの

目標であった留学のために、アメリカヘと飛び立っ

たのであった。

わたしが留学したいと思い始めたきっかけは 2つ

ある。 1つ 目は、わたしの母が英語の教師であるこ

とだ。小さい頃から母の英会話について行ったり、

一緒に英語の勉強をしたりと、英語 というのはとて

も身近な存在であった。自分の中で英語というのは、

数学や理科など他の科目のように、受験のために勉

強しなければいけない、もしくは勉強させられてい

る、といった存在ではない。一生付き合っていける、

限りなく趣味に近いものなのである。そのため、母

のように教師にならなくても、もっと英語を学んで

いたいという気持ちがあった。

2つ 目のきっかけは、中学生の頃に参加した自治

体主催のアメリカ研修旅行だ。初めての海外。初め

ての子どもたちだけ (も ちろん自治体職員の方は数

名いたが)の旅行。行き先は世界一の大都市マンハッ

タン、ニューヨーク。楽しくないはずがあるだろうか。

当時、東京ましてや大阪にすら行ったことのなかっ

た香川の田舎娘に感動を与えるには、十分すぎるほ

どの体験であった。高層ビルや人の多さ、日本では

なかなか見られないギリシア建築の建物、映画に出

てくるような街並み。しかしわたしがアメリカに魅

了された理由はそれだけではない。その 1週間の旅

行中に、 3日 間だけアメリカ人の家庭にホームステ

イし、学校にも連れて行ってもらったのだが、そこ

で全 くと言っていいほど、自分の英語が通じないの

である。中学生で習う英語なんてたかが知れている

が、その簡単な単語ですら聞き取ってもらえなかっ

た。当時、小さい頃から英会話に行っていたことも

あり、少しだけ英語には自信があったので、とてつ

もないショックを受けたのを覚えている。それと同

時に、今のままではダメなんだ、絶対にまた戻って

きてリベンジしてやる、というやる気に火がついた

のである。それからアメリカ留学というのは、わた

しの目標 となった。

しかしなぜ大学 3回生の夏、という就職活動も始

めなければいけない中途半端な時期を選んだのかと

いうと、それにはわたしの中での変化に理由がある。

上でも少し触れたように、わたしは香川県の中でも

特に田合の方の出身である。田舎 と聞いてみんな想

像するように、わたしの地元では地域の繋がりがと

ても強い。道ですれ違えば知 らないおばあちゃんに

も挨拶するし、誰かが学校で悪いことをするとすぐ

にご近所さんに広まってしまう。野菜が多 く取れれ

ば隣のお家におすそ分けに行 くし、スーパーに出か

ければ母は話し込んでしまって、 1時間は帰ってこ

ない。そんなコミュニティで育ったせいか、大学生

になって神戸に出てきたとき、みんな何かしらせか

せかしているし、他人にも関心がないのかなあとい

う印象を一番に受けた。そしてその頃は特に、SNS

が普及し始めた時代だったのだろう。電車やバスの

中、更には歩行中、少しでも空き時間があるとみん

な携帯の画面を見つめ、他人とのコミュニケーショ

ンはもっぱら携帯を通して、という時代になってし

まった。昔なら、電車の中で隣同士に座った人たち

の間での会話もうあったかもしれないが、現代では

そんなこと考えられない。また、プライバシーの保

護や子どもの安全が叫ばれている時代で、安易に知

らない人に声をかけることも出来なくなってしまっ

た。このように、人との繋がりがどんどん希薄になっ

ていって寂しいと思 うと同時に、現代の日本人はこ

のままでいいのだろうかという疑間が、わたしの中

でどんどん生じてきたのである。そんなときに思い

出したのが、中学の時に触れた、アメリカ人の気さ

くさ、陽気さ、フレンドリーさである。果たして今

でも彼らはそうなのだろうか。彼らも変わってしまっ

たのだろうか。うん、それなら行って確かめるしか

ない !嘘 のようだが、本当に突拍子もなくそう思っ



たのである。

前置きが長 くなってしまったが、そういうわけで

6年半ぶ りにわたしはアメリカに戻ってきた。今回

は英語にもっと触れていたいという思いと、アメリ

カ人の生活や人間性が見られるだろうという考えか

ら、 1年間という長期間であるがホームステイをす

ることを選択 した。両親は、もしステイ先が変な人

たちだったら 。̈と心配 し、初めは反対 していたが、

結果的にみて、わたしの選択は正解だったと思う。

わたしは素晴らしい人たちに囲まれ、素晴らしい経

験をたくさんしたと胸をはって言える。

一概にとは言えないが、少なくともわたしが出会っ

たアメリカ人は、みんな日本人のわたしにフレンド

リーに話しかけてくれ、この拙い英語も全力で理解

しようとしてくれた。中学生当時に感じたアメリカ

人の人間性は健在だったのである。しかし、アメリ

カでの生活も数ヶ月がたった頃から、徐々に感じ始

めたことがある。よくアメリカ人はインデペンデン

トだと言われることが多いが、まさにその通 りなの

である。良 く言えば、自分の考えをちゃんと持ち個

人個人が自立しているのだが、悪 く言えば、自分第

一主義で、相手の気持ちよりも自分を優先する傾向

があるのだ。その性格も、はっきりしていて逆に気

持ちが良いのだが、相手の気持ちを考えなさい、自

分がされて嫌なことは相手にもしちゃだめ、と教わっ

て育った日本人のわたしには、戸惑う場面が多々あっ

た。

例えば、友達からの「今日ディナーに行こうよ。」

というメールを休日の昼間に受け取ったとする。し

かし部屋着で一日中ごろごろしていたため、今から

お化粧したり着替えたりと用意をして出かけるのは

めんどくさい。出来れば断りたい。このような状況で、

日本人ならどう返信するだろうか。多 くの人が断る

ために、何かと理由をでっち上げるのではないだろ

うか。わたしの場合も、今日はちょっと体調が悪い

から今度にしよう、という返答をした。もちろん体

調は万全でピンピンしていたのだが。しかしアメリ

カ人のホス トには、行きたくないならただ「今日は

行けない」と言えばいいのに、なぜ理由なんていち

いち言わないといけないのか、それじゃ相手にただ

嘘をついているだけじゃないか、 と言われた。わた

したち日本人は、何か断る正当な理由がなければ、

相手に嫌な思いをさせてしまうのではないか、とい

うことを一番に考えてしまうが、彼 らはどうやらそ

うでないのである。

このように、アメリカ人 と仲良 くなってもほんと

にそれでいいの ?そ っけないなあと思うことが度々

あった。

そんな中、2011年 3月 11日 。朝、起きるとリビ

ングが大騒ぎだった。「カナ、テレビ !日 本が大変な

ことになってるよ !」 と。それから数時間、ファミ

リーみんなでテレビに釘付けだった。地割れ、建物

崩壊、逃げる人々、それから津波。日からは自然と

涙が流れた。それはあまりにも信じられない光景で、

まるで映画のワンシーンを見ているようだった。ア

メリカのニュースも 1日 中それについての報道ばか

りだった。初めは、建物や街の被害の様子ばかりが

報道されていたのだが、徐々にそれが避難している

人々の様子に替わるようになる。その様子に、わた

しをはじめ、アメリカ人までもが衝撃を受けた。あ

れだけの大惨事があった中、人々は平然と列を作っ

て配給所に並んでいるのである。避難所である体育

館の中でも、誰一人騒ぎ立てる人はおらず、布団を

並べて敷き、おにぎリーつを持ってじっと座ってい

るのである。そして棚も商品もめちゃくちゃになっ

たスーパーやコンビニでは、略奪など起こらず、み

んな列に並びレジを待っているのである。そしてア

メリカ人は口をそろえて、こんなこと自分たちには

不可能だろう、と言った。

しかし日がたつにつれ、テレビを見てもただただ

辛 くなるばかりで、何か役に立ちたいのに、こんな

遠 くの地から自分に出来ることはあるのだろうかと

いうもどかしい気持ちで胸がいっぱいだった。そん

な時、日本人の友達からサンディエゴの日本人コミュ

ニティで被災地のためにチャリティコンサー トをや

るらしいからそれを手伝ってみないか、という誘い

を受けた。サンディエゴはカリフォルニアのそれほ

ど大きくない町なので、ボランティアといってもそ

こまで規模の大きいものではないだろうと思ってい

たのだが、いざ指定された場所へと着いて驚 くこと

となる。コンサー トには 20組 を超えるグループが

出演し、和太鼓やよさこいの日本人主体のグループ

はもちろん、半分ほどは外国人のシンガーやダンス

グループだったのである。学生からおじいさんまで、

参加者の年代も様々であった。わたしは出演者に舞

台裏を案内するという役目だったのだが、外国人は

みんな口を揃えて、「日本は素晴らしい国だ。ニュー

スを見て感銘を受けた。日本のために何か出来るこ

とをしたい。」と言 うのだった。もちろん日本人も、

スタッフや出演者を含め全員が、何か自分に出来る

ことはないかともどかしい気持ちを抱えていた時

だったので、今回こういう形で関われたことが嬉 し

いと言っていた。たくさんの人が会場内に置いてあ

るいくつかの募金箱の前で立ち止まって支援の気持

ちを表 したり、壁にかけてある日本国旗に励ましの

言葉を書き込んだりしていた。

そしてみんな「がんばる日本」「pray br Japan」

■瑾同



基 菫 と上 墜ヱ 星竺鼈堕 Q

と書かれた Tシ ャツやリス トバンドを身につけ、出

演者もスタッフも一体 となった素晴らしいステージ

が出来上がった。全ての演目の最後に、出演者やス

タッフ、そして観客全員で合唱した『上を向いて歩

こう』。その光景はすごく感動するものであった。

～上を向いて 歩こう 涙が こばれないように～

そのボランティアでわたしは 1人の日本人留学生

に出会った。彼女の出身は岩手県で、家族は無事だっ

たが、何人か連絡がまだとれていない友達がいるら

しかった。彼女自身は地震直後に、家族や友達が心

配だったために帰国したかったが、お母さんに止め

られたそうだ。「あなたが帰ってきても何も状況は変

わらないんだから。逆に辛 くなるだけでしょう。そ

れならそっちでちゃんと学校に行って、自分に出来

ることをしなさい。」一見冷たく聞こえるかもしれな

いが、わたしはそこに日本人らしさを見出した。ど

んな状況でも平常心を忘れない。自分の出来ること

は何かを考える。感情に左右されずに理性で行動す

る。それから彼女は学校で募金活動をしたり、色々

なボランティアに参加したりして、アメリカから出

来ることを日々探しているようだった。

結局、この日本を襲った大災害が、皮肉にもわた

しの中での契機 となったように思 う。まだまだ日本

人も捨てたものではない。震災をきっかけに、そう

思うようになった。日本人の美徳は、真面目さ、助

け合い、譲 り合い、そして礼儀にあると思う。自分

の感情よりも、優先させなければいけない時がたく

さんある。時には冷たいと感じるかもしれない。し

かしそのような結東力が、昔から大切にされてきた

日本人の姿なのだ。今回の震災がなければ、それに

気づかなかったかもしれない。海外でいなければ、

それを今ほど実感することはなかったかもしれない。

ピンポンパンポーン。『本国は、日本航空をご利用

いただき、誠にありがとうございました。またのご

利用をお待ちしております。伊丹行き、ご接続の皆

様は…』

ああ、帰ってきた、日本だ。ずらっと並んでお辞

儀をするフライ トアテンダントを見てそう思った。

同じ髪型、同じ化粧をして、同じような微笑みを浮

かべる彼女たち。個性がないと感じたこともあった

が、今ではそれを誇 りに思 う。他のどんな国も真似

できない。これこそが、日本人のあるべき姿なのだ。

塚靡塚隕



夢からできた夢、

アメリカでのデイベート部員生活
英米対 諄 修 師 姓  隅 フ予  :友 カロ 里

“Arc you intercsted in debate?" これが全ての始

まりだった。私は去年、一年間アメリカのシアトル

にある大学、Bellevuc Collegeに アメリカ文学を学ぶ

ために留学していた。3ヶ 月経て、アメリカ生活に

も慣れ始めた頃、私はアメリカ文学に加え、国際経

営学の授業も受講 していた。その授業では世界規模

で販売する商品を自分自身で考え、どのように製造、

販売していくかを学期末にプレゼンテーションでク

ラスのみんなに発表するという形態がとられていた。

現地のアメリカ人の生徒たちと混 じって、クラスの

前でプレゼンテーションをするということは、英語

が母国語ではない私にとってとても大変な作業では

あったが、それだからこそ内容を練 りに練って濃い

ものにし、発表の仕方や話し方に注意を払って、自

分なりに一生懸命発表した。授業の後にその授業の

教授であるMs.Denniseが 私の元にやってきて、さっ

きのセリフを急に私に言った。初めは訳が分からず、

私はただただ黙っていた。しかし、間くことによると、

彼女はBelcvuc Collegeの ディベー ト部の顧間をし

ていて、私のプレゼンテーションを聞き、私の英語

の話し方がとてもディベー トに向いているらしく、

ディベー ト部に勧誘したいということだった。確か

に私は声が大きく、留学生にしては英語を早 く話す

ことができる。限られた時間内にできるだけ多 くの

ことを述べなければならず、周 りを説得 しなければ

ならないディベー トはどうやらその私の話し方の特

徴を活かせる場のようだった。私は特に何も考えず、

せっかくだし新しいことにはどんどん挑戦 していこ

うというただその一心でディベート部の入部を決意

した。そこから私のアメリカでのディベー ト部員生

活が始まった。

ディベー ト部のメンバーはアメリカ人 34人、日

本人 1人で私は入部当初からとても苦労する羽目と

なった。なぜなら、そのディベート部は私が想像 し

ていた以上に真剣なクラブで、部員のディベー トに

おけるレベルが高かったからだ。聞 くことによると、

アメリカではディベー ト部というものがとても有名

で、ほとんどの中学校や高校にも存在している。そ

のため部員のほとんどが中学校または高校からずっ

とディベートに力を入れている経験者であった。私

たちは週に一度、ディベー トの練習を含んだミー

ティングを行っていた。そこでは顧間の Denniseが

その日ごとにトピックを決め、適当にチームに分か

れてディベー トをした。アメリカのディベートにお

ける一般的なトピックはアメリカ政治についてだっ

た。私がディベー ト部で初めて行ったディベー トの

トピックは「アメリカ政府はキューバとの外交を復

活すべきだ」についてだった。デイベー トでは基本

的にまず政府側つまり賛成側、反対側に 2対 2で分

かれる。賛成側のリーダーが 7分話した後、反対側

のリーダーが 8分反論を述べ、賛成側のもう一人の

メンバーが 8分反論を述べ、反対側のもう一人のメ

ンバーが 8分反論を述べる。そして反対側のリーダー

が 4分 まとめを述べ、賛成側のリーダーが 5分 まと

めを述べる。最後に審査員が理由と共にどちらの勝

利かを発表する。私はその時、賛成側のメンバーだつ

た。反対側のリーダーに反論しなければならなかっ

たのだが、ネイティブスピーカーのとても早い英語

を聞き取ることができず、反論しようにもどうしよ

うもなかった。与えられている 8分間を使って話し

続ける内容がなく、ただ同じことを繰 り返していた。

あれほど8分間という時間が長 く感じられたことは

なかった。そもそもキューバとの外交を復活するこ

とでどんなメリットがアメリカにあるのか、キュー

バは今 どのような状況なのか、アメリカとキューバ

の関係はどのようなものなのか、そのような政治の

ことが全 く分からず、そのために言うことがよリー

層見つからなかった。私は自分の英語能力の不足と

政治の知識のなさをひしひしと実感した。私はディ

ベート部に入部したことにとても後悔した。ミーティ

ングに出席することもとても苦痛だった。ミーティ

ングの際にはみんなの前でディベートを発表 しなけ

ればならない。それは単なる自分の英語力のなさと

アメリカ政治の無知を露わにするのみで、 とても恥

ずかしいものだった。週 1回 のミーティングに加え、

3ヶ 月に一度ほど北アメリカの大学のディベー ト部

が集まって、大会が行われた。私もその大会に毎回、

強制的に参加 していた。大会会場でも、ほぼ全員が



ネイティブスピーカーであり、アジア人を発見する

ことなどほとんどなかった。大会でも同じく私のディ

ベートはとてもひどいものだった。毎回、審判はた

だ私が留学生にもかかわらず、ネイティブスピーカー

に混じってディベートをしているというその勇気 と

行動力のみは認めてくれたが、大会には負けてばか

りだった。アメリカは広いということもあり、 この
大会は毎回 2泊 3日 などの泊まりがけで行われた。

正式な大学の部活 ということもあり、全ての費用は

大学から賄われ、その分私たちは大学側から結果を

残すことを求められた。私は徐々に今のままではい

けないという問題意識を持ち始めた。結果も残せず

に、ただ大学の予算を使 うことは私にとってとても

心苦しかった。勿論、留学生だからという言い訳を

用いることはできるが、そのことを理由にしたくな

かった。わざわざ目的を持って日本からやってきた

留学生だからこそ努力して現地のアメリカ人と対等

に戦いたいと思った。当初は退部することも考えた

が、それは辛いことから逃げているだけにしかすぎ

ないので、出来る限 りの努力はしてこの課題に立ち

向かっていこうと決心 した。その頃、留学生活も半

分を過ぎ、ディベー ト大会は帰国までに残すところ

1回 となっていた。その大会に勝利することを目標

として、私のディベートヘの取 り組みは変わった。

まず英語力の不足を補 う唯一の方法はディベート

内容を濃 くして、自分たちの主張をしっか り述べ、

相手の主張に激しく反論することである。そのため

にアメリカの政治の知識をつけることに力を入れた。

毎 日、アメ リカで有名な全国紙であるWall Street

Journalを 大学の図書館で読み、インターネットを用

いて政治の仕組みや政治そのものを勉強した。勉強

すればするほど、今までの自分の無知に気付き、政

治に興味を持ち始めた。そして英語力をつけるため

に大学でスピーチのクラスを受講した。日常会話の

英語力は普段の生活のおかげでかなり身についてい

たが、ディベー トという状況では英語を論理的に話

すということが求められる。その力を身につけるた

めにスピーチのクラスで練習を重ねた。さまざまな

題材に対して論理的に順序を組み立て、説明してい

く。それは私にとってとても良い訓練だった。顧問

の Dcnniscの ところへ何度も足を運び、上達するに

はどうすればよいかを話し合った。ディベー ト部の

チームメンバーにも相談したりして、その頃から徐々

に私たちは仲良 くなってきた。私のためにチームメ

ンバーで集まって、知識を与えてくれ、ディベート

カを強化 してくれたりもした。休みの日にはチーム

メンバーの家に遊びに行って、ホームパーティーな

どにも参加 した。そのおかげでディベー ト部のミー

ティングに行 くことが楽しくなってきた。メンバー

に会って色々な話をしたり、Dcnniseと ディベー ト
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以外のことで相談にのってもらったり、ディベー ト

だけでなく、部活だからこその仲間や楽しみができ

た。そんな中、帰国を目前にしてディベー ト大会が

行われた。これが私にとってアメリカ最後のディベー

トになるのだと思うととても感慨深かった。 トピッ
クは「アメリカ政府はエジプトに対して政治的行動

を行うべきである」についてで、私は賛成側だった。

この大会は今年の 2月 に行われ、ちょうどエジプト

政府が崩壊した時だった。いつものように私は新聞

から知識を得ていたので、落ち着いて自分が言うべ

きことについて考えることができた。15分の準備時

間が終了し、いざ私の最後のディベートが始まった。

私は賛成側の主張として、エジプトの現状を伝えた

上で、大国であるアメリカが混乱しているエジプト

を政治的に導 く必要があることを説いた。その方法

として政治のリーダーである大統領をエジプト人に

よる自由選挙で決める仕組み作 りをするというもの

だった。エジプトでは長い間、自由選挙が行われて

いなかった。アメリカがエジプトの政治に首を突っ

込みすぎるとそれはアメリカによる統治になってし

まう。そうならないために、選挙の仕組みのみを作

るという案を私は提示した。初めの頃はとても長い

と感じていた 8分が、とても短 く感じた。自分で現

状を理解 した上で、考えた案だったので相手の反論

にもうまく返すことができた。そしてディベー トが

終わり、審査員が口を開いた。「どちらも素晴らしい

討論をありがとう。色々な点で考えさせてもらった

けれど、今回は賛成側が勝ちだと僕は思う。」この時、

私は嬉 しくて涙が止まらなかった。相手側や審査員

の前でただ 1回のディベー トに勝っただけで泣 くこ

とはとても恥ずかしかったけれども、その勝利は私

にはとても大きな意味があった。これはこれまでの

ミーティングでの練習、大会を全て含めて正真正銘

初めての勝利だった。

その大会から間もなく私は日本に帰国することと

なった。Denniseは いつでもこのディベート部に戻っ

ておいでと言って くれた。彼女との出会いが私の留

学生活を大きく変え、その変化は私にとって素晴ら

しいものだった。帰国前日にはチームメンバーが私

に別れの言葉を言いに来て くれた。Dcnniscと チー

ムメンバーには本当に感謝 している。そして 4月 に

私は 1年間の留学を経て帰国した。今から私を待ち

構えているのは就職活動である。私はこのディベー

ト部での体験を通して、国際政治にとても興味を持

つようになった。そして長年の夢だった留学は終わっ

てしまったが、私には新たな夢ができた。それは新

聞社の国際政治部門の記者になることである。これ

から大変な道のりだと思うが、辛い時はディベート

部での日々を思い出し、新たな夢に向かって努力し

ていきたい。

巨
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四年間の大学生活、次へのステップ

日本史学専修 四口生
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私は昔から国際交流に興味があり、中学の時に初

めてオース トラリアでホームステイを経験し、その

後も高校で地元の自治体の姉妹都市交流の派遣事業

に参加する等、海外に行 く機会も多 く、外国に対す

る憧れを漠然 と抱いてお り、「外国人になりたい !」

と思うほどでした。そんな私が、大学に入ってから、

日本という国を見直し、日本の良さを再確認するきっ

かけとなり、また私自身の将来の職業への展望をも

つことにもなった体験が、大学 2年生の時にアメリ

カ・ワシントン州ポー トタウンゼント市で参加 した

フィール ドワークプログラムでした。

私がフィール ドワークを外国でやってみようと

思ったきっかけは、前年にアメリカ・シアトルにあ

るワシントン大学での短期留学で培った英語力がど

こまで通用するか試してみたかったことと、ポート

タウンゼント市の持つ独特な雰囲気に惹かれたこと

が挙げられます。ポートタウンゼント市内にはブルー

の壁にえんじ色の屋根 というムーミンの世界のよう

なかわいらしさや、レンガ造 りの建物の外壁に昔の

広告がペイントされたまま残っているントロな雰囲

気があり、他の所ではみられない独特さが魅力です。

ポートタウンゼント市はオリンピック半島東端に位

置する、シアトルから車で約 2時間程度のところに

位置し、人口 8000人の小さな港町です。そのような

小さな規模にも関わらず、アメリカ国内では人気の

高い観光地で毎年多 くの人が訪れます。平日に中心

地のメインス トリー トを歩いているとほとんど人を

見かけませんが、週末や休日になると人であふれか

えります。さらに映画のロケ地にもなったことがあ

り、なぜ、このような小さな一港町がここまで発展

しえたのか不思議に思い、ポー トタウンゼント市に

おける観光行政について調査しようと考えましたc

調査の主な方法は聞き取 り調査で、対象者は The

Port Townsend Main Street Programと い う観光協

会、各商店、観光客です。観光協会は事前にアポを

取っていたので問題はありませんでしたが、各商店

や観光客へは街頭でインタビューをするという方法

をとったので、依頼の仕方について試行錯誤しまし

た。というのも、現地のアメリカ人から見れば私は

「外国人」であり、いきなリインタビューの依頼をし

ても怪 しまれると考えたので、まずあいさつから声

をかけて簡単な会話をしてから、依頼 しました。会

話の糸口をつかむ方法 として、犬を連れている人に

は「かわいいですね。名前は何ですか ?」 と聞いたり、

観光客には「どこから来たのですか ?」 と質問する

等、ほんの小さな話題作 りを心掛けました。一般的

にアメリカ人は日本人に比べると、見知らぬ人から

声をかけられることに抵抗は少ないと頭ではわかっ

ていても実際に自分が声をかけるとなると初めは戸

惑いましたが、最後は難なく行えるようになりまし

た。また、インタビュー内容についても質問は事前

に考えておくことができますが、相手の回答を聞い

てさらに深 く掘 り下げてさらに聞き出すことが必要

であり、必死で相手の話にくらいつき、聞き取るよ

う努力しました。また、会話のテンポがナチュラル

スピー ドで進むため、メモ等を取っている余裕もな

く、頭の中に必死で記憶 したり、インタビューを録

音しておいて、後で書き起こすという作業も行いま

した。この体験から、ただ単に大学や語学学校で英

語を勉強するだけではなかなか上達しにくい本当の

ネイティブとの「会話」というものをすることがで

き、 リスニングカに加えて、相手の話に反応する瞬
発力も身についたように思います。また、フレンド

リーに相手に話しかけるということからも、度胸が

つき、コミュニケーションカもアップしました。さ

らに、調査をするなかで、さまざまな人と親 しくな

ることもできました。ポー トタウンゼント市はオリ

ンピック半島とカナダ・ ヴィクトリア島に囲まれた

地形で波が穏やかな港で、ボート産業が盛んであり、

特に小さなボー トに向いています。市内には若者が

木のボートを作るためのボートスクールもあります。

私は市内でセーリングをしている方にインタビュー

を依頼 したことがきっかけで親 しくなり、彼のボー

トに乗せてもらうことになりました。私にとってセー

リングは初体験で、操縦もさせてもらい、 とても楽

しい経験ができました。他にも、ポートタウンゼン

ト市にはギャラリーを併設 したカフェが多 く存在す

るため、コーヒー豆の卸会社もありました。その会

社のオーナーともインタビューを通じて親しくなり、

コーヒー豆をたくさんプレゼントしてもらいました。
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調査を通じてわかったことは、ポートタウンゼン

ト市は地域活性化や地域振興に力を入れて町全体で

取 り組んでいるということでした。ポー トタウンゼ

ント市がヴィクトリア調の独特な街並みを残すこと

になった理由として、シアトルの漁港としての発展、

ノーザンパシフィック鉄道 という新しい交通手段の

発展 と、ポー トタウンゼント市の財政難により、開

発の波に乗 り遅れたことで町は荒廃の道をたどり、

ついには 1890年頃に財政破綻をしています。その結

果、古い建物を解体することもできず、当時の建築

物が残ったままとなりました。しかし、町ではそれ

らを保存 し、新たにPRす ることで観光客の集客に

成功し、映画のロケ地にも選ばれるようになりまし

た。元が取れるかどうかわからないような新 しい施

設を作るのではなく、そこにあるものをうまく活か

した地域活性化を目指 してお り、ポー トタウンゼン

ト市の産業のひとつであるボートもうまく取 り込ん

でいます。毎年開かれるボー トフェスティバルには

国内から毎年約 2万人が集まり、小さな港が無数の

ボートで埋め尽 くされる様子は壮大でした。現在の

ポートタウンゼントは観光やボー トフェスティバル

のようなイベントで得た収入で成 り立っているため、

それらで得た収入が町の外に出で行かないような取

り組みが行われています。その取 り組みで一番効果

が出ているのは企業や会社が地域の中に入ってこな

いようにし、町の中だけでお金が回るようにする仕

組みです。そのためポートタウンゼントの商店は95

パーセントが個人経営であり、大型スーパーチェー

ンも郊外に一店舗あるのみで、多くの市民がファー

マーズマーケットという、地元の人が作った野菜や

加工品を持ち寄る市場で買い物をしています。

この体験を通じて「地域活性化」「地域振興」とい

うものに興味を持ちましたが、日本国内の自治体で

行われている取組みについてはほとんど知らないこ

とにも気づきました。そこで、日本に帰ってきてから、

自治体での地域振興の取組みについて考えるように

なりました。日本の自治体 とポートタウンゼント市

の共通点としては、古い町並みを活かした地域振興

が行われている点が挙げられる一方で、町の中でお

金をまわすための取 り組みは目立つものがないよう

に感じました。ファーマーズマーケットにあたるも

のとして、朝市がありますが、道の駅でやっている

ものも多 く、地元の中でのスーパーの代わりという

よりも、観光客に対しての市場というイメージが強

いように思います。

「地域振興」や「地域の活性化」を考える上で、日

本史学専修に所属 していたことや大学コンソーシア

ムひょうごの学生委員をやっていたことでさらに地

域振興を深 く考える機会 となりました。日本史学専
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修において、地域にある歴史遺産を活用するための

手段を考える内容の授業で、兵庫県朝来市生野へ行

き、生野銀山地域の取組みを知るきっかけになりま

した。生野では、古民家を再生 し、観光客向けの情

報発信スポットとして利用したり、銀山で働 く炭鉱

夫が食べていたハヤシライスを再現して販売したり、

古い蔵を改装して銀山関連の展示を行ったりと、ポー

トタウンゼント市で見てきた、地域にあるものを活

かした取組みが行われていました。授業を通じて生

野銀山地域の取組みに強 く関心を持ったので、専修

の先生が行われている生野での史料調査に加わるこ

とにしました。現在は、生野の旧名家が所有する史

料の整理に参加 しながら、生野の町の取組みについ

て実際に町を歩いたり、地元の方から話を聞いたり

しています。これを通じて、日本の伝統ある街並み

の魅力の再発見につながりました。

また、大学コンソーシアムの学生委員会では、留

学生と兵庫県内の大学生が交流 。学習できる企画を

つくっていて、部門のチーフを務めました。「兵庫県

の魅力を発見する」という目的の元で企画を作るた

め、兵庫県の各地の魅力について調べる良いきっか

けとなりました。今までに、姫路、淡路島、豊岡、

ルミナリエを紹介する企画を作ってきました。その

中でも特に印象に残っているものが、姫路でのツアー

です。ツアーは、姫路城観光と、姫路の特産品であ

るはりこの制作体験を行うもので、特にはりこ制作

が留学生には楽しかったようです。現在はりこの制

作者は減少してお り、継承者不足が問題となってい

ます。地域の伝統の保護について留学生と意見交換

したところ「は

'こ

の制作は面白いから、興味をも

つ外国人が他にもいると思う」「自分がはりこを持ち

帰って自国で紹介する」「継承者は日本人に限らず、

興味を持った外国人がやってもいいのでは」という、

留学生だからこそ持つ視点から様々な意見を聞 くこ

とができました。留学生だから持てる複眼的な視野

からの意見を聞 くことで、私 自身の視野も広がり、

様々な方向から物事を考えることができるようにな

りました。

四年間の大学生活を通 じて、体験 してきたことを

「楽しかった、勉強になった」というだけでは終わら

せたくなく、次に活かしたいという気持ちが強 くな

りました。現在は今までの経験を通 じて得た幅広い

視野と、語学力を活かして、地域振興や地域発展に

携わっていきたいと考えています。特に、日本の地

域 と外国の地域の国際交流を図ることで新たな地域

振興の糸口になるのではないかと考えるようになり

ましたが、都市部における国際交流はとても盛んに

行われていますが、地方の国際交流が進んでいると

ころは少ないです。そのことからも日本の文化や習

願副駆亜



慣 。伝統に興味を持っている外国人 との交流を通じ

た、地方における国際交流をサポートしたく、政策・

立案に関わることのできる仕事をすることで地域を

支えたいと考え、現在は将来のために政策や法律の

勉強をしています。
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私は今年度で四回生になった。思い返せばさまざ

まな思い出が脳裏をよぎるが、感覚 としてはやはり

早かったなという印象だ。自分はここ神戸大学で何

を学んだのか。何を知 りそして経験してきたのか。『学

生レポー トコンテス ト』のチラシが日にとまり、そ

れを明確にしたいという衝動に駆られた。

私がこの大学を選んだ理由は偏差値だ。当時の私

は向上心がやたら強 く、高校も大学も自分が精一杯

受験勉強をして入ることのできる学校を選んだ。た

しかに聞こえはいいが、しかし本当は向上心ではな

く自分と向き合 うことを避けたかったのだと気付い

た。

自分 と向き合うという意味で大学一年の頃に悩ん

だことがある。私は中学高校 とサッカー部に所属し

てきた。しかし今まで本当にサッカーがしたかった

のだろうか、ただなんとなく続けてきただけではな

いのか、サッカーの他にもっとしたいことはなかっ

たのか、と自問するようになった。大学でサッカー

以外のサークルや部活を調べたがあまり興味がわか

ず、唯―したかったことは本を読むことだった。私

は日々黙々と本を読み続けたが、それが自分と向き

合うことになるのかは疑問だった。

大学という場所は多彩な交友関係を築 く可能性を

秘めている半面、進んで人と関わろうとしない限り

友人ができにくいことを思い知らされた。高校では

席が決まっていたリクラス対抗のイベントがあった

り交友の場が当然のように用意されていた。しかし

大学では席の指定も集団を意識できるイベントもな

かった。サークルにも部活にも所属せず本ばかり読

んでいた私は人と関わる機会が極端に少なく、大学

に入 り半年ほどろくに友達ができなかった。

授業中、隣には自分と同じ学年の生徒がいるのに

私はその 1,2メ ー トルの距離に深い断絶を感じた。
思い返せば自分は中学でも高校でも一人でいること

が多 く、誰かから話しかけられることで友人の輪を

広げてきたような気がした。私はこの時ようや く自

分が「話しかけられるのを待つ人間」だったという

ことを知った。

大学に行きたくない、授業に出たくない、一人で

昼休みを過ごしたくない。そんなことを毎日ばやい

ていた。学校でも周 りの学生の話声がすべて自分に

対する罵詈雑言に聞こえ、いつも肩や手に力を入れ

ながらイヤホンで音楽を聞いていた。

ようや く自分から人に声をかけられたのは体育の

授業でのことだった。久しぶ りに体を動かし興奮気

味だった私はそこにいた人 との断絶を越えてやろう

という気持ちになっていた。思い切って話しかけて

みると (当然であるが)自 然に会話が続いた。会話
のなかで相手の方も交友関係が育ちにくい状況に不

安を感じていたことを知った。

私は他人を恋しく思いながらも嫌われることを極

端に恐れていた。それは意識が自分にしか向いてい

なかったからだと思う。「話しかけられるのを待つ人

間」である私は、誰からも話しかけられないことを

勝手に自分が嫌われていることにす り替えていた。

私は話しかけることに自分と同じような困難を抱え

ている相手の気持ちをまったく考えていなかった。

そのことに気付 くことのできた私には何人か気の置

けない友人ができた。

大学で経験したこととしてさらに二つの授業のこ

とについて記しておきたい。教養原論の『行為と規範』

と応用倫理学の『倫理創生プロジェクト』だ。

『行為と規範』では世界各国の紛争を取 り上げ実情

把握や原因考察をした。そこで私は生まれて初めて

本当に人が殺される映像を見た。チェチェン紛争の

ものだ。

事前説明を聞き逃したせいで紛争の理由や戦いの

図式などはわからなかったが、彼 らが着ている服、

手に持っているもの、後ろ手の軽い拘束の他は顔や

肌の色を見ても区別がつかなかった。印象的なのは

彼 らの表情だ。彼 らはみな私がその日の朝電車で見

かけたサラリーマンと同じ顔をしていた。武器を持

たない市民五人、銃を持った兵隊四人。アーノル ド

シュワルツネガーが捕虜なら逃げるだろうが、映画

のように派手なアクションシーンが起こる気配は微

塵もなく、ただ兵士の回い靴が地面を鳴らす音が聞

こえていた。
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人気のない草原に連れていかれた被捕縛者は指定

されたポイントで一列に並ばされる。銃を持った兵

が適当に散らばり列の先頭に指示を出す。一人目が

十メートルほど進むと服が弾けたように見え、支え

を失った人形のように倒れる。二人目に指示がいく。

十メートル歩 くと同じように服が弾け、一人目と折

り重なるように崩れ落ちる。二人目に指示がい く。

彼 らは最期まで取 り乱さなかった。缶ビールのプル

タブのように引き金を引き家に帰るサラリーマンの

ように歩いていた。私は列の一番後ろに並んでいる

錯覚に吐き気がした。捕縛者は二人を残し、三体の

仲間を近 くの小屋へ運ばせた。運び終わった二人は

そこで射殺された。

殺す人、殺される人、映像を撮影 した人。私はひ

どく混乱し、自分と世界の間に深い断絶を感じた。

もう一つ特筆すべき授業、「倫理創生プロジェクト」

ではクボタショックで有名なアスベス ト被害者の遺

族の方とお話をさせていただく機会があった。

私の班は娘さんを 15年前に失 くしたSさ んとい

う方にお話を伺った。亡 くなられた当時、娘さんは

30歳 という若さだった。
Sさ んは娘さんとの思い出を小さな頃から話して

くださった。一人娘で、七五三では各所寺を巡 り二

日がかりだったそうだ。幼稚園の頃は三つ網をわっ

かのように結えていたため帽子が傾き、 Sさ んが迎

えに行 くとすぐに見つけることが出来たこと、米米

クラブと郷ひろみが好きになり追っかけ仲間と楽し

そうに遊んでいたこと、流行に敏感で北海道ブーム

のときは何度も旅行に行っては話をしてくれたこと、

本当に小さなことまでよく覚えていらっしゃった。

最初の手術で「治療は難しい」と言われた。腹部

に直接抗がん剤を振 りかけてもらったそうだ。

アスベス トによって引き起こされる中皮腫 という

病気は肺が固 くなって収縮 しづらくなる病気だ。患

者はス トローで息をしているような苦しさが生涯続

く。発症までは比較的不調を感 じずにいられるそう

だが、発症すれば一年足らずで亡 くなることが多い。

娘さんの症状はまだ大綱 という部分の癌にとど

まってた。手術後もあまり不調を感じなかった娘さ

んは「抗がん剤が効かないから私は癌 じゃない」と

言っていたそうだ。そこに希望を置いていた、と。

娘さんが職場で出会った男性の話も伺った。誠実

な方で、通院の際はいつも迎えに来ていたそうだ。「将

来を考えた付き合いだったんじゃないかと思う」共

に歩む未来も娘さんの病状が悪化するにつれ次第に

消えていった。

サリン事件の頃、娘さんは三度目の開腹手術をし

た。手術を終えた医者はSさ んにこんもりと紙の上

に乗った黒ずんだ肉の塊を見せ 「この倍は捨てまし

た」と言ったそうだ。数ヵ月後、脳卒中で父親が亡

くなり、入院していた娘さんは死に日に会えず葬式

にも出られず布団にくるまって泣いていたそうだ。

いよいよ状態が悪化した娘さんに医師が「入院し

ますか、帰 りますか」と尋ねると、娘さんは「帰 り

たい」と答えたそうだ。「家にいたい」と。自宅療養

中、 Sさ んが娘さんの口に細かく砕いた氷をいれて

やるとカリカリと音を立てて食べていたが、しばら

くすると口の端からつ―と血が流れ、娘さんは救急

車で病院に搬送された。

人は最期のときまで聴覚だけは残っていると聞き

Sさ んは娘さんの名前を呼び続けた。名を呼ばれる

度に少しだけ瞼を動かしていた。「うまれてきてくれ

て、ありがとね」 Sさ んが娘さんに語 りかけると隣

にいた看護師に止められたそうだ。「そんなこと言っ

ちゃだめです。最期まで励ましてあげてください」

Sさ んは娘さんの死後、NPO法 人 「ひょうご労
働安全衛生センター」に属す「アスベス ト患者 と家

族の会」で同じようにアスベス トの被害にあわれた

方々の支えになっている。「支えるし、支えられてい

る。同じことを体験 した者同士、自己紹介もせずに

話ができるし、親密な関係になれる。心がす―っと

楽になる」 Sさ んはそうおっしゃっていた。

「この病気の潜伏期間って 20～ 50年 もあるで
しょ? じゃあ私の娘の人生は蝕まれるだけだった
のかって思っていたときもありました」私はここで

も断絶を感じた。

しかし、今の私がこれらのことを振 り返ったとき

感 じるのは彼 らとの断絶だけではない。それは「こ

の断絶が人を導 くのではないか」ということだ。

同じ大学生 との断絶を感じることで意識を内から

外へと向けることができた。チェチェン紛争の惨劇

の映像が、怠情に浸っているこの日常が絶対に守ら

なければならない幸福であることに気付かせて くれ

た。倫理創生プロジェクトで出会った Sさ んとの断

絶を感 じ、社会の発展の影で深い悲しみを担わされ

る人を知 り、抗いようもなく大切なものを奪われた

人に出会い、同じように悲じむ人の助けになろうと

活動する人の話を聞きた。そこから私は人の力にな

れるような仕事に就こうと決心した。

今、自分は何かを学んで、知識を吸収して、成

長しとる思てるかもしらんけど、本当はな、成長

した気になってるだけなんや。ええか ? 知識を
頭に入れるだけでは人間は絶対に変われへん。人

間が変われるのは、『立って、何かをした時だけ』や。

(『夢をかなえるゾウ』水野敬也著、飛鳥新社)
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一―確かにその通 りだと思う。ただ一つだけ付け

加えるとすると、自分にとって真に重要な知識や経

験 とは、それを知 り経験するまさにそのことによっ

て我々を行動に駆 り立てるだけの力があるというこ

とだ。我々はそれを必要としているのであり、いつ

どこで何を必要とするかにこそその人の本質 という

ものが秘められているのではないか。

人を理解すること、人とわかり合 うこと。私は他

者 との間に横たわる深遠な淵に引き込まれた。その

淵の中で私が本当に必要 としているものに出会い、

知 り、そして経験 した。そして私は私を変えるよう

突き動かされた。

私にとって大学とは本当の自分に向き合うための

場だった。残 りの大学生活、そして卒業後の人生に

おいても自分を掘 り下げていきたいと考えている。
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私は劇を作っています。脚本を書き、舞台美術を

作 り、演出をし、照明・音響等すべて手作 りで一つ

の作品を作 ります。夏休みには兵庫県北部まで合宿

に行き、豊岡 。城崎・香住を巡回し、そこの人たち

に笑顔を届けることが目下の使命です。

などと大それたことを書きましたが、作っている

のは子ども向けの劇、いわゆる児童劇で、内容は極

めて単純な勧善懲悪ハッピーエンドもの。ゴミだら

けの公園がきれいになる話、ひねくれたサンタさん

が家に来る話、文化祭でヒーロー劇をする話など、

おもに小学生を対象として、笑えながらも少しだけ

教訓を取 り入れたものがほとんどです。メンバーは

たったの五人。その中でも演劇経験者は三回生の先

輩ただ一人。全員で役者・演出・裏方すべてを兼ね、

なんとか切 り盛 りしている状況です。活動は年間三

シーズン制で、毎回新しい劇を作 ります。春はゴー

ルデンウィークに大学のキャンパスを借 り切って子

どもたちに遊びに来てもらう「春の子ども大会」に

向けて、夏は先ほどの合宿に向けて、秋はクリスマ

ス公演に向けて、日々活動しています。

この夏は、私の書いた脚本で劇を作っています。

役者 としても少しだけ登場しますが、基本的には演

出に徹 しています。演出は、二回生になって初めて

出来るもので、脚本の世界観を役者に表現してもら

うのが仕事です。セリフの感情の込め方から、振付け、

舞台の使い方など、見て くれる子どもたちに楽 しん

でもらうことを第一として考えています。さらに新

入生への演技指導も大きな仕事です。今年は二人入っ

てくれましたが、もちろん初心者です。同じく初心

者である私になにができるでしょうか。発声、ストッ

ピング、スローモーション、感情表現、エアロビク

スなど、先輩から教わったものだけでなく独自のも

のができないか、常々考えています。

一年間活動してきたとはいえ、演劇初心者の私 と

しては日々悪戦苦闘してばかりです。大学まではずっ

と野球ばかりしてきたという体育会ぶ り。ハッキリ

言って演劇の経験など、文化祭でふざけた役 (サザ

エさんのパロディで、なぜかプロンスヘと発展する

もの)をやったことくらいしかありません。それも
勢いとテンションで乗 り切ったものです。真面日に

やった記憶はありません。なので、実績など皆無です。

大学での一年で学んだことを精一杯発揮しているつ

もりですが、演出としての力不足はどうしようもあ

りません。

どうすればわかりやす く表現できるか、感情の流

れはおかしくないか、ス トーリーに矛盾はないか。

最近の子どもたちは目が肥えてきているので (豊岡

の子どもたちは神戸の子どもたちよりも純粋です。

偏見かもしれませんが、向こうには夏休みの楽しみ

が限られていて、私たちの公演を心待ちにしてくれ

ているからかもしれません。宝塚や四季劇場がす ぐ

近 くにあるこちらとは環境が違います)、 一笑に付さ

れてしまうことも多々あります。子どもだからといっ

て、手を抜 くことはできません。笑ってほしいとこ

ろでまったく笑ってもらえなかったり、シリアスな

シーンで逆に笑われてしまったりなど、うまくいか

ないことがほとんどです。先輩の演出でもそのよう

なことがあるのに、私の演出ではいったいどうなっ

てしまうのか、不安でいっぱいです。

なぜ自ら困難に飛び込むのか、疑間に思う人もい

るかもしれません。これ以上ス トレスの源を増やし

てどうするのか、大学だけで十分忙 しいのに、 と。

確かに、負担が多いのは否めません。授業が終わっ

たら部活、それがなければアルバイ ト。家には寝る

ために帰るだけになりつつあります。学生の本分は

もちろん学業なので、それもおろそかにはしません。

自分の娯楽のために単位を落とすなど、あってはな

らないことです。そんなさまざまな精神的負担によっ

て、私が「電池切れ」と称 している状態になること

もあります。そうなると、人 と顔を合わせるのが嫌

になり、何事にも気分が高揚せず、とげとげしい態

度をとるになってしまいます。毎日気を張ってばか

りいると、その揺 り戻しが来ることは避けられませ

ん。一回性のうちはそんなことはありませんでした

が、二回生になって初めて電池切れを起こしました。

先輩になるという立場上の気苦労がたたったようで

す。結果、回復 (充電 ?)す るまで、周 りの人たち、
特に先輩にはたくさんの迷惑をかけてしまいました。

さらに、部活動 というのは共同体である以上、容

赦のない実力勝負の場です。人間性がもろに現れ、

表向きを装ってはいても、裏では決して美しくはな

い人間観察が行われています。学力など関係ありま

せん。能力や個性がぶつかりあい、対人関係で気疲

れを起こすこともしばしばです。自分が歯車の一部

でしかなく、伝統という潤滑油で回されているだけ

なのではないか、と思うこともあります。

艤炒隕隕



それでも私は、毎 日が楽 しくて仕方がありませ

ん。困難であればあるほど、達成するまでの楽しみ

は増 していきます。部活動に夢中になったり、対外

交渉で打ち合わせをしたり、視察に行ったり、二回

生になって授業がさらに忙しくなったりなどで下宿

に一人でいる時間は減っていく一方ですが、ときど

き、一人の時間がとれてばんや りしているときなど

に、ふとこう思うのです。こんな狭い部屋の机上か

ら、一つの劇が生まれ、子どもたちに笑顔を届ける。

なんて素晴らしいことなのだろうか、と。

脚本は、書いている間は自己満足です。出来上がっ

た後、みんなで読みあい、投票をして、実際にやる

劇を決めます。自分が楽しんで書いたものが劇 とし

て作 り上げられていくことはこの上ない喜びでした。

自分の価値観に他人が共感してくれるという感動と、

自分の作品が認められ、評価されたことへのうれし

さで胸がいっぱいになりました。しかも、それを子

どもたちが楽しみに待っていてくれるのです。気合

が入らないはずがありません。

英米文学専修に進んだのも、現代演劇が学べると

ころにひかれたからです。シェイクスピァの悲・喜・

問題劇やオスカー・ フィル ドのエログロな社会批判

劇、ベケットの理不尽劇、T.S.エ リオットの宗教的

作品など、泣 く子も黙る大文人たちの作品に私たち

のものが並ぶはずもありませんが、 というか名前を

挙げるだけでも恐れ多いほどなのですが、彼 らもま

た、何かを伝えようとして、作品を発表 し続けたの

です。児童劇に取 り入れられるかどうかは別 として、

作品にはかならずテーマがあります。わかりやすい

ものもあれば、わざとわかりにくくされているもの

もあります。また、巧みなセリフ回しや笑いを誘う

クレイジーな滑稽さなどは、本当にいい勉強になり

ます。それら多 くの技巧を盛 り込んだ作品は、時代

は違っても、一人の人間の手から生まれたものです。

彼 らが何を考えて作品を書いたのかを学ぶことは、

そのまま私の小さな作家魂を刺激 します (恐れ多い

ですけれど)。

考えることや学ぶべきことがたくさんあるという

のは大変なだけではなく、日々が充実していること

でもあります。気がつ くと半年間実家に帰っていま

せんでした (両親 と祖父母には心配をかけてばかり

です。夏休みには精一杯孝行しようと思っています)。

時間の経ち方が、高校の時とはまったく違います。

高校生のうちは、学校の先生に示してもらった道筋

を辿るだけという受け身の状態がほとんどでした。

みんながそうしているからそうする、なんとなく周

りに流される毎日。ルーティンワークのような変わ

り映えのない日々。与えられた課題をこなしていれ

ばどうにかなりました。しかし今は、自ら選び、決
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めることがほとんどです。周 りのだれかに任せても

大丈夫なんて思っていられません。自分のことは自

分で決める。あたりまえなことですが、これほど大

変なことはありません。一人暮 らしを始めたからか

もしれませんが、一人の時間が増え、必然的に自分

との対話の時間が増えました。そんな時間のおかげ

で、今までのようになんとなく周 りに流されること

も少なくなり、「自分」をしっかりと自覚して行動で

きるようになりました。これも、大人に近づいたと

いうことだろうかと考えてみると、 くす ぐったいよ

うな気持になります。

大学は、貴重な「時間」を提供 してくれます。時

は金なり、という言葉は時に対 して失礼です。いく

らお金を積んでも、時間を買 うことはできません。

自分だけの時間、自分だけの空間を、私は大切にし

ています。

今過ごしている日々は、いわば毎日が創造、クリ

エイトの連続だといえます。部活動はもちろん、授

業でのレジュメやレポートの作成、さらにはアルバ

イ トであっても自分の選択によるものだとすればク

リエイティヴです。これからも私は、引退までは、

作品を作 り続けるでしょう。できれば引退 してから

も、受け身な人間に戻るのではなく、クリエイティ

ヴであり続けたいと願っています。自分の手で、ゼ

ロからものを生み出す。もちろん大変な労力を伴う

ものですが、若さとエネルギーに満ち溢れた今だか

らできることです。私たちの力は無限の可能性を秘

めています。それを無為にしてしまうのは非常にもっ

たいないことです。ここ、神戸の地から、県へ、日

本へ、さらには世界へと、道を切 り開 くのは私たち

なのです。
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少年老い易く

学成 り難し

人文学科 一回生
 洒 井   友 オ封

私は 22歳 の大学 1年生である。なぜこの年齢でこ

の大学のこの学部に入ろうと思い至ったか、私事で

あるが順を追って述べたい。

16歳 の私は希望の高校に入学出来たにも関わら

ず、勉強に対して無気力に陥っていた。授業も全 く

頭に入らなくなり、学校に通うことが嫌になってい

た。

それまで公立の小中学校に通い、進学塾にも行っ

たことのなかった私は、井の中の蛙に等しく、初め

て経験する進学校の雰囲気に耐えられなかった。同

級生の誰もが自分より賢 く見え、それまで経験した

ことのない劣等感に苛まれた。

さらに、2002年 に開始 した総合的な学習や週休

2日 制などの「ゆとり教育」によって、解の公式さ

えも知らずに入学した私には、高校の内容は極端に

難しくなったように感じられた。義務教育の内容が

30%も 削減されていることに、現場が対応しきれて

いないのが実態ではないか。実際の生徒の知識 と、

教員の考える「これ くらいは知っていて当たり前」

の溝が埋められていないように思う。私は定期試験

で最下位になることもしばしばであり、逃げるよう

に部活に打ち込んでいた。

そして、周囲に少しずつ受験ムー ドが漂い出した

2006年の秋、所謂「未履修問題」が発覚した。高校

側が大学受験 と無関係な必履修教科の授業を省いた

ことによって、多 くの生徒が卒業単位不足であるこ

とが、全国で次々と明らかになったのだ。友人の高

校では責任を感じた校長が自殺するなど、当事者に

とっては深刻な事態だった。

私の高校では「情報 A」 と「理科総合 B」 が未履

修 とされた。私の学年は救済処置もなく、70単位時

間の補習授業が休日や放課後返上で行われた。

連日の報道でのマスコミの主な意見は、有名大学

の合格者を増やすために学校 ぐるみで「ずる」をし

ている、というものだった。しかし、そもそも学習

指導要領を制定した文部省に落ち度はないのか。「総

合的な学習」や「情報」など教える内容は多 くなっ

たのに、逆に週休 2日 制で授業時間数は減った。ま

た「理科総合 A・ B」 など多くの大学では入試で使え

ない科目が必修になった。一方で大学受験の入試科

目や難易度に変化はない。そうした制度の不整合に

よって、起こるべくして起こった問題ではないのか。

単に高校側の責任 として、結果的に生徒に苦労を強

いたことは、何の解決にもならなかったと思う。

こうして私は自業自得とは言え、勉強の遅れを取

り戻せないまま、入試当日を迎えた。結果は当然不

合格。同じ条件で合格 した友人もいるのだから、3

年間こつこつ勉強しなかった自分の結果を受け止め

るしかなかった。

やむなく浪人することになったのだが、ここでも

過ちを犯 してしまう。高校の内容が基礎から分から

ないにも関わらず、予備校で最も難しいコースを選

択 してしまった。当然レベルが高 く、授業もさっぱ

り分からないまま半年が過ぎた。そこで漸 く焦 り始

めたのだが、遂には予備校にも行けない事態に陥っ

てしまう。

12月 初旬の凍てつくような寒い朝、私はいつもの

電車に乗ろうと、駅まで走っていた。電車には間に

合ったが、席につ くとこれまで経験したことのない、

引き裂かれるような胸の痛みに襲われた。続いて呼

吸が苦 しくなり、助けを求めようにも声が出せない

ほどになった。救急車を呼ばうかとも思ったが、時

間と共にやや症状が改善したので、その日は自力で

家に引き返した。

疲れが出たのだろうと思い、安静にしていたのだ

が、やはりどうもおかしい。左の胸に違和感がある。

そこで、夕方になって近所の開業医に行った。最初

はただの筋肉痛などと言われたが、念のために撮っ

たレントダンで、左の肺に穴が開いていることが分

かった。大きな病院を紹介するから週明けに行って

くれ、とその開業医に言われたので、その通 り月曜

日まで待って赤十字病院に行 くと、即刻入院するこ

とになった。どうしてもっと早 く来させなかったの

か、と赤十字の医師は呆れていた。

病名は自然気胸で、私は体質的に肺に穴が開きや

すいのだそうだ。体力的、精神的な無理もあったの

かもしれない。

時間の経過と共に、肺から漏れ出した空気が体内

に溜まって内臓を圧迫 していた。そこで、左胸に穴

を開けてホースを刺 し込み、体内の空気を吸い出す
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処置がとられた。

太い管を刺したまま過ごす 1週間は何か月にも思

えるほど長かった。胸にナイフが突き刺さっている

も同然の痛みで、夜も殆 ど眠れなかった。夜の病院

が怖いというのは健康な人間の考えで、私にあるの

は現実的な痛みだけだった。生まれて初めて、自分

が存在しているだけで辛いと思った。

この入院で、見えていても、見ていないものが多

くあると知った。暫 くは歩 くこともままならず車椅

子で過ごしたのだが、例えばエレベーターの中の大

きな鏡は、車椅子が後ろ向きに出るためにあるのだ

と分かった。また、身障者用 トインの使い易さも実

感した。もしかして私は、これまで多 くのことを見

落としてきたのかもしれない。

入院したことのある人が、不思議 と口をそろえて

言うことがある。それは「自分よりも、もっと辛い

病気の人がいる」ということだ。生まれてからずっ

と病院から出ることの出来ない人や、治る見込みの

ない病を抱える人は大勢いる。では、私たちのして

いる様々な競争はいったい何なのか。私たちに平等

な機会など決して与えられてはいないのだ。社会の

システムは、健康で裕福な人間のためにあるのだと

思い知 らされた。競争を制して支配するのは強者だ

から、強者に都合の良い社会が出来るのは当然だ。

その頃大きく報じられていた派遣労働者の大量解雇

のニュースを病院のベッドの上で眺めながら、そん

なことを考えていた。

そして、漸 く退院の日がきた。入試が近いので本

格的な手術は断った。再発の可能性が 2分の 1と 言

われて恐ろしかった。傷口がなかなか塞がらず、そ

の後も毎日のように通院した。予備校にも復帰出来

ないまま、あっという間にセンター試験当日を迎え

た。友人たちは緊張と興奮が入 り混 じったような雰

囲気だったが、対照的に鉛筆を握るのも久々な私は

茫然白失としていた。ぼんや りしているうちに 2日

間の試験が終わ り、何点満点とも分からない悲惨な

結果となった。絶望したくなければ希望は持たない

方が良いと思った。そして周囲の人の言葉の端々か

ら、他人はいつも結果しか見ていないのだと気付か

された。

そんな時知ったのが、大阪市立大学法学部の夜間

部が、その年で最後の募集だということだ。半ば諦

めかけていたが、出願するなら少しでも可能性のあ

る所をと思い受験し、奇跡的にも合格した。

実はそこへの進学に当初は前向きではなかった。

だが両親に「もう受験勉強はするな」と言われ、初

めて私は家族も限界だったことに気付いた。物心つ

いた頃から家族の口癖は「勉強しろ」であり、私にとっ

て勉強は兵役のようなものだったので、「するな」と
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言われたことはまさに天変地異だった。その時初め

て、勉強とはしたくても出来ない時が訪れるのだと

悟 り、高校時代に勉強から逃避 していたことを心か

ら後悔 した。よく大人が「子供の頃に、もっと勉強

しておけば良かった」と言 う意味が分かるような気

がした。

私の決意は固まらないままだったが、周囲の後押

しで市大への進学が決まった。夜間に通うのは働 く

サラリーマンばかりかと思ったが、入学してみると

意外にも同年代の学生が殆どで、皆が様々な境遇で

集まって来ていた。他では出会えていなかっただろ

う、個性的な友人とも出会えた。大学の自由な雰囲

気に刺激を受け、サークル活動も始め、表面的には

順調だった。

しかしその実、大学受験には失敗したという劣等

感が心の奥底にあった。不完全燃焼に終わってしまっ

たことで、 くすぶった気持ちが残ったままだった。
友人の前では明るく振る舞っていたが、一人になる

と自分への不満 と苛立ちで一杯になる毎日だった。

他の友人たちが私より、はるかに決意を持って入学

していることを感じずにはいられなかった。私は一

生後悔し続けなければならないのかと、暗浩たる気

持ちだった。次第に昼夜逆転した生活になり、学業

も疎かになっていった。精神的な落ち込みも激しく、

このままでは自らの重圧に押 し潰されそうだった。

私が私 らしくあるためには、克己しなければならな

いと思った。自分に克つためには、他人に大きく後

れを取ったとしても仕方ない、と心を決めた。

そして 2年生の春、一人で再び受験勉強を始めた。

高校の教科書や、手付かずだった通信添削を、全て

基礎からや り直した。なぜ神戸大学を受けようと思っ

たのかと言うと、高校時代の憧れの先輩や尊敬すべ

き友人が多 く入った大学であり、入試問題も偏 りの

ない基本的な良問ばかりだったからだ。

誰とも会わずにひたすら机に向かい続ける気の狂

いそうな日々だった。1年近 くも孤独 と向き合い、

精神的に限界に近かったが、耐えることができたの

は、両親の支えや励まして くれた友人のおかげであ

る。合格通知を手にした時は、安堵に近い気持ちだっ

た。

ではなぜ、文学部を選んだのかということだ。小

さい頃から正義感の強かった私は、何か社会の役に

立ちたい、社会の矛盾を無 くしたいという気持ちが

強かった。だが、その社会を構成 しているのは個々

の人間だ。若々しい理想だけでは通用しないだろう。

自己に矛盾を抱えた人間がつ くる社会が、矛盾に満

ちたものになるのは当然だからだ。人間を突き動か

すのは決して理屈などではなく、感情やしがらみだ。

自分の経験からも、人間が分かっていないと痛感じ



た私は、法律や制度以前に、まずは人間を知る必要

があると思った。そのように考えれば、文学部は最

も社会の役に立つ学部だ。学問の基礎である文学や

哲学は人間の根本を問うている。

他人より、やや遠回りをしてしまった。当然、真っ

直 ぐ歩んで来た人たちの方が偉いのだから、自分の

ことを書 くのは恥さらしになるだけではないかと最

後まで迷った。しかし、この数年間の瞑想は決して

私が不真面日だったから生じたのではない。真剣そ

のものでその時々に苦悩 した結果なのだ。人は真剣

であればあるほど、喜劇や悲劇を招 くのかもしれな

い。

これを読んで、同情する人もいれば、苦笑する人

もいるだろう。受け取 り方は様々だろうが、私はご

くありふれた話だと思うのだ。なぜなら、当たり前

に生きることほど困難なことはないからだ。3月 11

日の東日本大震災からも改めてそれを実感した。不

条理な出来事もまた、当たり前に起きるのだ。しか

し同時に、人はどんな状況でも前向きに生き抜 く強

さを持っている。これほどまでに復興したこの神戸

の街のように、東北が元に戻る日が必ず来るはずだ

と信じている。

私は今学問ができることの有 り難さを忘れずに、

何事にも真摯に取 り組みたい。そして、自己の利益

や名声のためでなく、私を必要としてくれる誰かの

ために働きたいと思っている。



今、自然とは
フランス文学専修―口生

日 比 野  有 真

大学入学から昨年度の終わ りまでの 3年の間、ぼ

くがこの身を休めていたマンションの一室は、阪急

王子公園からほど近いところにありました。阪急王

子公園といえばごぞんじ阪急六甲から西に一駅のと

ころにある駅です。僕は 3年 という短 くない月日を

費やしてこの街を愛するようになったので、少しこ

の街を紹介しようと思います。

我が隣人の多 くはうら若き女性で、毎夜遅 くまで

華やいだ声が聞こえてきましたし、ときにはみだら

な物音が漏れ聞こえてくることもあり、そんな時ば

くは音楽をかけて部屋の反対側の端っこに逃げ、も

じもじとや り過ごしていました。駅に近 く誰もが気

軽に訪ねられる立地ですし、オートロックでプライ

ベー トも保障されているなど、年若いぼくや彼女ら

にとっては至れり尽 くせ りの空間だったのです。外

に出ると穏やかな住宅が並び、小学生や幼稚園児が

はじゃぎ回る声を別にすれば、人は横日で植木に水

をあげ、庭先を掃除し、犬を引きつれてのしのしと

散歩をしながら、永遠に続きそうな平穏を享受して

いるのでした。すぐ近 くにある公園にはいつもカラ

フルな花が咲いていますし、毎朝正体の知れない何

者かの手によって、キューピット像の手にみずみず

しい花が握らされていました。ときお り野良猫たち

が赤ん坊のようにかわいい声でささやきながら、餌

をねだりに寄ってきてぼくの脚にほおずりをしたり

するときには、思わず感動 してぎゅっと抱きじめら

れずにはいられませんでした。そんなとき、自分の

外間にたいする一種の無関心のうちに、いさぎよい

美徳を感じることができ嬉しくなりました。誰もが

厭 う悪臭もめったに人の鼻を悩ますことはありませ

んでした。すこし南に下ると水道筋商店街があって、

仏壇からおむつに至るまでのあらゆる生活必需品が

ここで揃います。人々はスーパーマルハチを基点に、

思い思いの品を求めてねり歩いています。ありふれ

たチェーン店ではない、庶民的な舌を満足させる個

人店が数多 くあり、外食をする時にはどの店に行こ

うか思いあぐねる羽日になりました。

ぼくが王子近辺で何にもまして好んだ場所は王子

動物園です。ぼくの少ない経験から判断するに、動

物園というのはとても素敵なデートスポットの一つ

に数えられます。動物たちが自由気ままに表現して

いる野生の血は、人がふだん理性でもって抑えてい
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る本能にダイレク トに媚びて くるようなのです。キ

リンはいつ止むとも知れぬ八の字を描き続けるあや

しげな舌つかいで鉄柵をベロベロ紙めまわしていま

す。カンガルーたちは四六時中その身を怠惰にゆだ

ねて仰向けに寝転んでいるのですが、彼らの金玉の

大きさときたら、どんな女の子でも目が離せなくな

るようなシロモノでした。像の糞はやはリボリュー

ム満点の悪臭プンプンたるもので、笑いを誘わずに

はおきません。ぼくにとって驚いている人の横顔を

見るのはこの上なく愉快でした。そうして眺めなが

ら、彼彼女にもどうやら野生の血を隠しもっている

んじゃないか、との思いを新たにするのでした。そ

んな愉快な動物園のある王子公園の近辺は、多 くの

人がこれ以上ない生活環境のなかで暮 らせる、古き

良き居住空間と言って差 し支えないところでした。

「人間の本質はあらゆる資源を無差別に精進しつくす

ことにある」とジョルジュ・バタイユが言っていた

としても、今、この幸せな街を堪えず実現 しつづけ

るためにそれが必要ならば、喜んで自分という資源

をむだづかいするのも悪 くありません。フリー ドリ

ヒ。ニーチェが「終わ りの人々」と言って痛烈に非

難したような安住する奴隷たちにぼくがぴたりと当

てはまるとしても、それがなんだというのでしよう

か。というのもこれ以上高望みすることはエゴのよ

うに思えるのです。「貴族制を復活させろとか、人間

には闘争が必要だとか、この街に住んでいたらあな

たもそこまで言わなかったでしょうよ」そう言って

ばくはニーチェに喰ってかかるのです。 3年間住ん

でいるうちに、ぼくはこの街を深 く愛するようにな

りましたし、この街は匿名の愛によって育まれた平

穏のように思われます。

街暮 らしに今ではすっかり慣れましたが、ぼくの

生来の気質は、千山万水の自然に囲まれた岐阜県の

小さな町で培われました。

うちの地元では人工物よりもずっと完成された自

然がいまだに権力をふるっています。確かに 15年
ほど前と比べれば居住区の近 くは木々が減っていて、

ぼくの耳には鳥やカエルや虫たちがその泣き声のう

ちに静かに悲しみをにじませているように思えるの

ですが、それでも今なお四方を山に囲まれ、大きな

河川に貫かれた自然の町でありつづけています。夏



になると築六〇年の我が家の軒下にはツバメたちが

巣を作 り、その雛 ときたら始終フンをまき散 らして

いるし、今 ごろは庭先の池で、ボーフラ達が一刻も

早 く蚊にならんとしてくねくねといじらしく身をよ

じらせているはずです。田んぼは郁郁青青とした稲

で蔽われてお り、幼いころに数限 りなく捕まえたに

もかかわらずどうしても全滅するには至らなかった

ザリガニたちが、ぼくという天敵のいない田んぼで

数を増やしていると思います。それにしても 6才の

時にはかんたんに捕まえることができたザリガニを、

22歳の今 となってはどうしても捕まえることがで
きません。奴らの赤黒いハサミにつかれて血を流す

のが怖 くて仕方がないですし、不用意に力を込めれ

ば殺 してしまうように思われて無意識のうちにブ

レーキをかけてしまいます。とくに、盛 りあがった

糞便のような巣に手を突っ込むのに抵抗を感じると、

ぼくはとうの昔にフロイ トの言う糞便期を永久に卒

業してしまったのだろうと考えさせ られて、故郷に

いながらにして郷愁を感じるような不思議な現象に

出くわすことになりました。

山から流れてくる水はあまりに冷たくて、気温が

38度 ある猛暑日でも人の熱を一瞬で奪っていきま
す。ぼくは年に一度アユを捕まえるためにウェット

スーツを着込み、モリとゴーグルをひっさげて川に

突撃するのですが、水から上がる頃には唇はすっか

り紫色になっています。串刺 しにされたアユが焚火

のまわ りに円形にめぐらされたあたりで一時間は暖

を取らないといけないほどです。ちりぢりになって

いた親族が集まってきて、真夏のバーベキューで親

交を深めています。そしてその日のうちに一年分の

アユを食いだめしてしまうので、その後一年はみん

な、アユを食べずに我慢することになりました。

ぼくの実家は幾世代か前から農家をしていて竹林

や田んぼに恵まれ、今は使われていませんが豚小屋

や鶏小屋などを所有しています。春には3日 に一度、

竹林に出むいて巨大になりすぎたタケノコどもを蹴

り倒 し、程よい大きさのたけのこを自宅用に丁寧に

切 り出し、奇形のたけのこを近所に配る用に刈 り取

ります。帰 りには母親 と一緒に、子官の内側を思い

起こさせるようなくす ぐったい木漏れ日の山道を歩

きながら、あやしい渦巻き模様で目を楽しませて く

れるゼンマイやワラビを摘んで、卵 とじ用にツクシ

を取 り、ゆたかな山の恵みに感謝しました。これら

の習慣は長年 くりかえし続けられてきたもので、今

やぼくの心中にも深 く根を下ろし、ぼくのどんな心

持も思想も、これら幼少期から続 く体験をもとに変

奏されていると感じられるほどです。

の登山口に出くわします。街の喧騒を避けて背筋を

伸ばしたときは、よく森林浴に出かけたものでした。

このタイプの山登 りの極意はといえば、頭をからっ

ぽにして、散々歩きまわって くたくたになった気分

で臨むことにあります。そうして山に入ると、不思

議 と疲れを感じることも少ないですし、自然をけだ

るく感じる五感が、日常的な思考をどこか心の隅に

追いやってくれます。頂上付近まで登るとかつて栄

えた城の跡地があり、さらにジャンダルムの脇を歩

いていると、雑草におおわれた社のなかで年老いた

お地蔵さまが、いまなおわずかな信仰の跡をとどめ

ています。腐るほどある宗教のなかでぼくが愛する

のはただひとつ、このお地蔵さまが讃えているえも

言われぬ雰囲気であって、町にあるこぎれいなチャ

ペルとか、豪華な仏壇などによって感慨をえたとい

うことは一度もありませんでした。

ぼくは神戸の街を一望することのできるこじんま

りした高台の上に立ち、自分の住む街を見下ろしま

す。そうすると、自然のもとにどっかりと腰をおろ

しているぼくの生来の気性 と、街を大切に思う気持

ちとが、たがいに視線を合わせないように気遣いつ

つ向き合っているのが感じられそうになります。背

後から、ぼくの自然志向の気性はこう言いたいよう

です。「自然というのはどんな人の営みよりすばらし

いよ。お前はこの自然の高台に立って、あらゆる人

を見下すことのできる素晴らしい視点をもったと感

じていることだろう。お前の自然をめでる心は、お

前が街を愛する心よりもずっと色彩豊かで美しいも

のだとお前も気づいているはずだ。この自然への思

いをもち続けなければ、取 り返しのつかない凡夫に

なってしまうぞ」と。しかし一方で山の下から、ぼ

くの住み慣れた街はこう言っているようです。「お

い、お前はこの愛すべき街の維持に貢献しなくちゃ

ならないぞ。それは親孝行にも似た恩返しなのだか

らな。いつまでそうやって自然にしがみついている

のだ ? お前の自然はすでに取 り返しのつかない過
去のものになっていて、お前が悦に浸っているその

ひねくれた視点とやらはお前の脚を引っ張ることし

かできやしない。早 くその未熟さに見切 りをつけて、

この街に正式に参加 しなくちゃいけない」
―
そう

してどちらの言い分にも一理あると思いあぐねなが

ら、ぼくは自分の立ち位置に確信が持てずにいますc

いずれこのいがみ合いにも折 り合いを付けね |ゴなり

ません。

暉吻隕躊鱚爬屹

阪急王子公園から北に 10分ほど歩 くと、摩耶山


